
１月１日（日）にユニバーサル松檮館（深水憲一代表）の門下生２５人が蚊口浜にて元旦寒稽古を

行いました。日の出前に集合し、海辺を走った後１，２００本の突き稽古を行い、初日の出に拝礼し

新年を迎えました。 

寒い中でも気合の入った門下生の声が、新春のすがすがしい澄んだ空気の中に響いていました。 

 ・新年のごあいさつ 

 ・年末に川南町で発生 鳥インフルエンザ 

  町内４ヶ所に消毒ポイント設置 

 ・高鍋町巡回バス「なでしこバス」に乗ってみませんか？ 

 ・～成人おめでとうございます～ 平成２９年 高鍋町成人式 

 ・『新たな防災の一年 始まる』 －平成２９年消防始式－ 

 ・事務事業評価・外部評価を行いました 

 ・１人で悩んでいませんか？～人権擁護委員にご相談ください～ 

 ・藍綬褒章受章 

 ・交通死亡事故ゼロ １年間無事達成！ 

 ・高鍋高校ラグビー部 ６連覇で全国大会へ！！ 

 ・十次の想いを新しい世代につなぐ 

 ・まちの話題 

 ・わが町の宝物 



　
さ
て
、
昨
年
は
国
内
に
お
い
て

地
震
や
台
風
、
火
山
の
噴
火
な
ど

局
地
的
な
自
然
災
害
に
見
舞
わ
れ

た
一
年
と
な
り
ま
し
た
。
幸
い
に

も
本
町
で
は
大
き
な
被
害
を
受
け

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

９
月
に
は
台
風
16
号
が
上
陸
し
、

観
測
史
上
１
位
と
な
る
１
時
間
に

１
１
０
ミ
リ
の
降
雨
や
床
下
浸
水

家
屋
の
被
害
が
発
生
す
る
な
ど
、

自
然
災
害
の
恐
ろ
し
さ
を
改
め
て

肌
で
感
じ
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
。
本
年
は
、
津
波
避
難
タ
ワ
ー

の
整
備
や
防
災
行
政
無
線
戸
別
受

信
機
の
充
実
等
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
が
、
今
後
と
も
、
町
民
の
皆

様
の
安
心
・
安
全
の
確
保
を
優
先

施
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
着
実
に
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
は
「
つ
な
が
る
」

年
で
あ
り
ま
し
た
。
本
町
に
お
き

ま
し
て
も
、
地
域
資
源
の
有
効
活

用
に
よ
る
地
域
活
性
化
や
ま
ち
づ

く
り
の
推
進
、
災
害
対
策
等
を
目

的
と
し
て
、
百
済
王
族
に
ま
つ
わ

る
伝
説
等
を
活
か
し
た
取
り
組
み

に
関
す
る
協
定
を
は
じ
め
、
高
鍋

信
用
金
庫
や
宮
崎
産
業
経
営
大
学

と
の
包
括
的
連
携
に
関
す
る
協
定
、

災
害
時
に
お
け
る
炊
き
出
し
や
、

高
鍋
町
関
係
郵
便
局
の
協
力
に
関

す
る
協
定
が
締
結
さ
れ
、
他
の
自

治
体
や
関
係
機
関
、
町
内
団
体
等

と
の
連
携
が
深
ま
っ
た
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
。
地
域
経
済
は
回
復

基
調
に
あ
る
も
の
の
、
依
然
と
し

て
地
方
は
先
行
き
の
不
透
明
感
が

よ
り
強
く
、
さ
ら
に
、
人
口
減
少

や
少
子
高
齢
化
が
大
き
な
問
題
と

し
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
中
で
、

本
町
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
町
民

の
皆
様
や
、
関
係
機
関
・
団
体
の

皆
様
と
の
さ
ら
な
る
連
携
を
図
り

な
が
ら
ま
ち
づ
く
り
を
力
強
く
進

め
、
今
よ
り
も
さ
ら
に
明
る
く
、

元
気
あ
ふ
れ
る
「
高
鍋
町
」
の
創

造
に
努
め
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　
私
は
町
長
に
就
任
以
来
、
「
町

民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
念

頭
に
町
政
の
舵
取
り
を
担
い
、
そ

の
信
念
は
現
在
に
至
る
ま
で
一
貫

し
て
不
変
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
信

念
を
こ
れ
か
ら
も
貫
き
な
が
ら
任

期
満
了
の
日
ま
で
全
力
で
町
長
と

し
て
の
職
責
を
全
う
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
ど
う
か
皆
様
方
に
お

か
れ
ま
し
て
も
、
町
政
に
対
す
る

変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　
年
頭
に
当
た
り
、
本
年
が
皆
様

に
と
り
ま
し
て
、
実
り
多
き
良
い

年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
衷
心
か
ら

ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ

い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

 

 

 

 

消毒作業の様子

 

 

① 健康状態を毎日観察し、飼育小屋やその周辺を清潔に保ちましょう。 

② 世話をする時は専用の履物を用意し、小屋への出入りの際に履き替えまたは水洗いをしましょう。 

③ 世話をした後は、手洗いをしましょう。 
 

① 小屋の中で飼育し、金網や防鳥ネットを張りましょう。 

② 餌や水は小屋の中に置き、餌が小屋の外に散乱しないようにしましょう。 

消毒マット設置状況

日常の飼育管理の徹底を！ 

野鳥等と接触させない！ 

～愛玩鶏を飼育している皆さまへ～

れます。高病原性鳥インフルエンザを発生させないためにも、下記のポイントを守り大切に飼いましょう。
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 愛玩鶏で高病原性鳥インフルエンザが発生した場合も殺処分や周辺地域の移動制限等の防疫措置がとら

対
策
」
「
飛
行
場
騒
音
区
域
縮
小

反
対
運
動
」
な
ど
、
様
々
な
重
要

案
件
の
対
応
を
迫
ら
れ
た
年
で
あ

り
、
町
民
の
皆
様
に
は
ご
心
配
と

不
安
を
持
た
れ
た
一
年
で
あ
っ
た

こ
と
と
推
察
い
た
し
ま
す
。

　
こ
こ
に
新
し
い
年
を
迎
え
ま
し

て
も
、
「
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」

の
感
染
防
御
対
策
に
つ
い
て
は
、

養
鶏
農
家
や
関
係
者
の
み
な
ら
ず
、

多
く
の
町
民
の
方
々
が
、
現
在
も

防
御
と
警
戒
の
た
め
の
作
業
に
取

り
組
ま
れ
、
ご
苦
労
を
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
本
当
に
頭
の
下
が
る
思

い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
現
在
、
本
町
は
、
策
定
さ
れ
た

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
」
の
実
行
に
向
け
て
奮
闘
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
今

ま
さ
に
正
念
場
で
あ
り
、
「
町
民
福

祉
」
「
町
発
展
」
に
資
す
る
行
政
の

真
価
が
問
わ
れ
て
い
る
も
の
と
痛
感

し
て
お
り
ま
す
。

　
私
ど
も
町
議
会
議
員
は
、
そ
の

任
期
も
折
り
返
し
を
過
ぎ
、
「
議
会

と
は
、
議
員
と
は
」
と
、
改
め
て
自

問
す
る
と
と
も
に
、
「
町
民
の
皆
様

の
目
に
見
え
る
よ
う
に
」
と
の
思
い

で
、
各
種
の
催
し
へ
よ
り
積
極
的
に

参
加
す
る
な
ど
、
議
会
の
活
性
化
を

図
る
べ
く
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。
ま
た
２
月
に
は
町
長
選

挙
が
執
行
さ
れ
、
新
し
い
町
の
舵
取

り
役
が
決
定
し
ま
す
が
、
議
会
と

い
た
し
ま
し
て
も
、
町
民
の
代
表

と
し
て
そ
の
責
務
と
役
割
の
重
大

さ
を
深
く
自
覚
し
、
活
発
な
議
会

活
動
を
通
じ
て
こ
れ
ま
で
高
鍋
町

が
築
い
て
参
り
ま
し
た
長
い
歴
史

に
立
ち
、
新
た
な
船
出
に
相
応
し

い
「
町
づ
く
り
」
に
取
り
組
む
決

意
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
町
民
の
皆
様
の
ご

支
援
と
ご
指
導
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
と
共
に
、
本
年
が
穏
や
か

な
良
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
皆

様
方
の
ご
健
勝
と
ご
繁
栄
を
心
か

ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご

あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

⑤
死
亡
野
鳥
を
発
見
し
た
場
合

　
県
内
全
域
で
、
野
鳥
の
監
視
体
制
を

強
化
し
て
い
ま
す
。

　
野
鳥
は
餌
が
採
れ
ず
に
衰
弱
し
た
り
、

環
境
の
変
化
に
耐
え
ら
れ
ず
に
死
ん
で

し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、

野
鳥
が
死
ん
で
い
て
も
直
ち
に
鳥
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
を
疑
う
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
野
鳥
は
細
菌
や
寄
生
虫
な
ど
の

病
原
体
を
保
有
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、
死
亡
し
た
野
鳥
を
素
手
で

触
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。
な
お
、
同
じ

場
所
で
た
く
さ
ん
の
鳥
が
死
亡
し
て
い

る
場
合
は
、
産
業
振
興
課
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
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 愛玩鶏で高病原性鳥インフルエンザが発生した場合も殺処分や周辺地域の移動制限等の防疫措置がとら
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へ
よ
り
積
極
的
に

参
加
す
る
な
ど
、
議
会
の
活
性
化
を

図
る
べ
く
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。
ま
た
２
月
に
は
町
長
選

挙
が
執
行
さ
れ
、
新
し
い
町
の
舵
取

り
役
が
決
定
し
ま
す
が
、
議
会
と

い
た
し
ま
し
て
も
、
町
民
の
代
表

と
し
て
そ
の
責
務
と
役
割
の
重
大

さ
を
深
く
自
覚
し
、
活
発
な
議
会

活
動
を
通
じ
て
こ
れ
ま
で
高
鍋
町

が
築
い
て
参
り
ま
し
た
長
い
歴
史

に
立
ち
、
新
た
な
船
出
に
相
応
し

い
「
町
づ
く
り
」
に
取
り
組
む
決

意
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
町
民
の
皆
様
の
ご

支
援
と
ご
指
導
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
と
共
に
、
本
年
が
穏
や
か

な
良
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
皆

様
方
の
ご
健
勝
と
ご
繁
栄
を
心
か

ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご

あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

⑤
死
亡
野
鳥
を
発
見
し
た
場
合

　
県
内
全
域
で
、
野
鳥
の
監
視
体
制
を

強
化
し
て
い
ま
す
。

　
野
鳥
は
餌
が
採
れ
ず
に
衰
弱
し
た
り
、

環
境
の
変
化
に
耐
え
ら
れ
ず
に
死
ん
で

し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、

野
鳥
が
死
ん
で
い
て
も
直
ち
に
鳥
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
を
疑
う
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
野
鳥
は
細
菌
や
寄
生
虫
な
ど
の

病
原
体
を
保
有
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、
死
亡
し
た
野
鳥
を
素
手
で

触
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。
な
お
、
同
じ

場
所
で
た
く
さ
ん
の
鳥
が
死
亡
し
て
い

る
場
合
は
、
産
業
振
興
課
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
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総合政策係 福島主事 

高鍋町巡回バス「なでしこバス」に

乗ってみませんか？

２００１年から運行している町内巡回バス。皆さんは利用したことがありますか？

現在は４つのコースがあり、火～金で運行しています。

バス時刻表

27

通過地区名 場　　所 時　刻 通過地区名 場　　所 時　刻 通過地区名 場　　所 時　刻 通過地区名 場　　所 時　刻
竹鳩 竹鳩公民館 9:00 老瀬 老瀬公民館 10:30 蚊口浜 キャンプ場入口 9:00 堀の内団地しろはと工房 10:30
切原 切原公民館 9:02 青木 柳産業前 10:32 蚊口中 岩切商店前 9:04 堀の内 堀の内公民館 10:34
兀の下 兀の下公民館 9:05 羽根田 羽根田公民館 10:34 蚊口下 中島橋 9:06 下永谷 松木様宅前 10:38
坂本 坂本公民館 9:06 川田 ８部消防機庫 10:35 蚊口西 警察官舎前 9:09 上永谷 上永谷公民館 10:42
鬼ヶ久保 鬼ヶ久保公民館 9:09 中川原 長町様宅前 10:38 萩原１ 高鍋石油前 9:12 雲雀山 雲雀山公民館 10:45
俵橋 俵橋公民館 9:12 小丸出口 小丸川田線Ｔ字路 10:41 大池久保 町営球場前 9:15 水谷原 水谷原公民館 10:47
染ヶ岡 染ヶ岡公民館 9:15 水除 水除公民館 10:44 菖蒲池西 わかば保育園 9:18 越ヶ溝 森様宅前 10:49
家床 中村様宅前 9:18 宮越 宮越公民館 10:49 萩原２ 久米酒店前 9:20 毛作 ｶﾜﾉｵｰﾄﾃｸﾆｯｸ北 10:52
正祐寺 正祐寺５差路 9:20 道具小路西宮日支局前 10:51 下屋敷 統計情報事務所前 9:23 大工小路 大工小路公民館 10:54
鴫野 鴫野公民館 9:24 蓑江１ 石井設備工業前 10:53 中鶴 松村岩太郎商店前 9:26 役場 駐輪場前 10:57
持田団地 持田団地公民館 9:25 蓑江２ 高坂税理士事務所横 10:56 石原 八坂神社 9:30 高鍋ＢＣ 高鍋バスセンター 11:01
持田 持田公民館 9:29 六日町 荒神さん前 10:58 筏 農校武道館前 9:31 役場 駐輪場前 11:05
畑田 畑田橋南 9:32 高鍋ＢＣ 高鍋バスセンター 11:03 役場 駐輪場前 9:34 到着時刻 11:11
高鍋ＢＣ 高鍋バスセンター 9:35 役場 駐輪場前 11:07 高鍋ＢＣ 高鍋バスセンター 9:38 発車時刻 15:50
役場 駐輪場前 9:39 到着時刻 11:13 役場 駐輪場前 9:42 役場 駐輪場前 15:56

到着時刻 9:45 発車時刻 15:50 到着時刻 9:48 高鍋ＢＣ 高鍋バスセンター 16:00
発車時刻 14:30 役場 駐輪場前 15:56 発車時刻 14:20 役場 駐輪場前 16:04

役場 駐輪場前 14:36 高鍋ＢＣ 高鍋バスセンター 16:00 役場 駐輪場前 14:26 大工小路 大工小路公民館 16:07
高鍋ＢＣ 高鍋バスセンター 14:40 六日町 荒神さん前 16:05 高鍋ＢＣ 高鍋バスセンター 14:30 毛作 ｶﾜﾉｵｰﾄﾃｸﾆｯｸ北 16:09
畑田 畑田橋南 14:43 蓑江２ 高坂税理士事務所横 16:07 役場 駐輪場前 14:34 越ヶ溝 森様宅前 16:12
持田 持田公民館 14:46 蓑江１ 石井設備工業前 16:10 筏 農校武道館前 14:37 水谷原 水谷原公民館 16:14
持田団地 持田団地公民館 14:50 道具小路西宮日支局前 16:12 石原 八坂神社 14:38 雲雀山 雲雀山公民館 16:17
鴫野 鴫野公民館 14:51 宮越 宮越公民館 16:14 中鶴 松村岩太郎商店前 14:42 上永谷 上永谷公民館 16:21
正祐寺 正祐寺５差路 14:55 水除 水除公民館 16:19 下屋敷 統計情報事務所前 14:45 下永谷 松木様宅前 16:23
家床 中村様宅前 14:57 小丸出口 小丸川田線Ｔ字路 16:22 萩原２ 久米酒店前 14:48 堀の内 堀の内公民館 16:27
染ヶ岡 染ヶ岡公民館 15:00 中川原 長町様宅前 16:25 菖蒲池西 わかば保育園 14:50 堀の内団地しろはと工房 16:31
俵橋 俵橋公民館 15:03 川田 ８部消防機庫 16:28 大池久保 町営球場前 14:53
鬼ヶ久保 鬼ヶ久保公民館 15:06 羽根田 羽根田公民館 16:29 萩原１ 高鍋石油前 14:56
坂本 坂本公民館 15:09 青木 柳産業様前 16:31 蚊口西 警察官舎前 14:59
兀の下 兀の下公民館 15:10 老瀬 老瀬公民館 16:33 蚊口下 中島橋 15:02
切原 切原公民館 15:13 蚊口中 岩切商店前 15:04
竹鳩 竹鳩公民館 15:15 蚊口浜 キャンプ場入口 15:08

①コース(竹鳩～染ヶ岡～めいりんの湯) ②コース(老瀬～水除～めいりんの湯) ③コース(蚊口浜～萩原～めいりんの湯) ④コース(堀の内団地～水谷原～めいりんの湯)

《運行日：火・木曜日》 《運行日：火・木曜日》 《運行日：水・金曜日》 《運行日：水・金曜日》

めいりんの湯

めいりんの湯

めいりんの湯 めいりんの湯

※「堀の内団地～下永谷」の区間内だけの

   ご利用はできません。

※「老瀬～農協前」の区間内だけのご利用は

   できません。

※「坂本～俵橋」「持田団地～畑田」の ※「蚊口西～萩原２」の区間内だけの

   区間内だけのご利用はできません。 　 ご利用はできません。
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成人式の司会進行を担当した

江藤佳祐さん、川内麻美さん

（左から） 

町民憲章を朗読した奥山恵理華さん

(後列左から)川内麻美さん、岩切愛佳さん、奥山

恵理華さん、前田知瑛乃さん、黒木彩希さん、染

山美咲さん、安藤夢果さん(前列左から)伊藤洋輝

さん、江藤佳祐さん、小川陽介さん、井上優樹さ

ん、河野真太郎さん、羽生竣亮さん 

高鍋手話サークルによる手話通訳

成人式の事前準備

の様子 

感謝の言葉を述べた

岩切愛佳さん

成人代表で成人証書を

授与された河野真太郎

さん 

恩師からのビデオメッセージ

過去の画像が流れ、会場は盛

り上がった 

平成２９年 高鍋町成人式
～成人おめでとうございます～ 

お祝いの演奏を行った高鍋町消防団ラッパ隊 

舞鶴一座 秋月鼓童の皆さんによる祝賀の催

高鍋西中学校区の皆さん 高鍋東中学校区の皆さん

 １月５日（木）、高鍋町中央公民館ホールで平成２９年高鍋町成人式が行われました。今年は、１７８人（男

性９６人、女性８２人）が出席し、大人への第一歩を踏み出しました。 

 会場は、振り袖や紋付き袴、スーツに身を包み、久しぶりに会う友人と写真を撮ったり話に花を咲かせる新成

人の笑顔で溢れていました。 

 厳粛に行われた式典では、新成人を代表して、岩切愛佳さんが「これからは、ここまで支えて下さった皆さま

に感謝するとともに成人としての自覚や責任を持ち、社会に貢献できるよう常に向上していきたいと思います」

と感謝と決意の言葉を述べました。また祝宴では、小中学校時代の恩師１７人からのビデオメッセージが流さ

れ、「自分の可能性を信じて、いろんなことに挑戦してください」など熱いエールが出席者の胸に響いていまし

た。 

 人生の大切な節目を迎えた新成人の皆さん、これから大いに飛躍してください。 

 今年は新成人１３人で実行委員会が結成されました。メン

バーそれぞれが時間の限られた中、みんなが喜んでくれるよう

な成人式にしたいと、恩師からのビデオメッセージやしおりな

どを作成し、良き思い出となる素晴らしい成人式を作り上げて

くれました。 

 今回実行委員長を務めた小川陽介さんは式典後、「事前準備

が大変だったけれど、みんなの喜ぶ姿が見れて良かったです。

無事に終わってほっとしています」と笑顔を見せてくれまし

た。実行委員の皆さん、お疲れ様でした！ 


